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2025年9月公募 第70回リバネス研究費

第70回 日本ハム賞

現在募集中です。応募締切：2025年10月31日（金）18:00まで

Proteinnovation ―たんぱく質の新価値創造－

日本ハムのR&D戦略「Proteinnovation（プロテイノベーション）」

を実現する、畜産資源およびたんぱく質から食を含む新しい領域

への応用に関わる研究

【ヘルスケア、医療原料、先端食品技術、化粧品、化学・工業・先

端材料、環境・エネルギー、バイオものづくり】

R＆D戦略のリリース：https://www.nipponham.co.jp/news/2025/20250605/

 

設置企業・組織 日本ハム株式会社

設置概要

採択件数：若干名

助成内容：研究費50万円

スケジュール
応募締切：2025年10月31日（金）18:00まで

審査結果：2026年2月にご連絡予定　

企業の方へ  お問い合わせ
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募集対象

・大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者

・海外に留学中の方でも申請可能

・研究室に所属して研究を始めていれば、学部生からでも申請可能

リバネス研究費の申請について

リバネス研究費について

リバネス研究費の申請の流れ

リバネス研究費についての良くある質問

Proteinnovation ―たんぱく質の新価値創造－

設置企業インタビュー記事

担当者より一言

当社は、「畜産」を事業の柱として、動物性たんぱく質を社会に供給してきました。一方で動

物性たんぱく質を含む生体由来素材には、まだ多くの潜在的な可能性が眠っています。私た

ちは、畜産資源およびたんぱく質の可能性をテクノロジーとイノベーションにより最大限に

引き出し、食領域と新領域で新たな価値と未来を一緒に創造していきたいと思います。未来

の誰かが喜ぶ姿を想像し、ワクワクするご提案をお待ちしています。

 リバネス研究費の申請はこちらから
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(写真向かって左から)

所長

岩間 清 氏

リーダー

渡邊 憲 氏

プロモーター

助川 慎 氏

リーダー

青木 風花 氏

食の枠を超える、 日本ハムの挑戦

長年「食」を通じて社会を支えてきた日本ハムは今、大きな変革の時を迎えている。2030年にお

けるありたい姿として「たんぱく質を、もっと自由に。」というスローガンを打ち出し、新R&D戦

略のもと、事業領域を食の枠を越えて拡張しようとしている。鍵となるのは、アカデミアや異分

野のパートナーとの「共創」だ。自社のリソースを最大限活用し、新たな価値を共に生み出すた

めの挑戦が、ここから始まる。

「挑戦」が導いた、たんぱく質研究の新たな旗印

日本ハムはこれまで、食肉の安定供給という社会的使命を担い、国内有数の食品企業として成長

してきた。しかし、社会が大きく変化する今、「挑戦」をキーワードに掲げ、2025年6月にR&D

の新戦略「Proteinnovation（プロテイノベーション）」を策定した。たんぱく質の可能性をテク

ノロジーとイノベーションにより最大限に引き出し、食に留まらず、健康や社会課題の解決へ領

域を拡張して新たな価値と未来の創造に挑戦する。たんぱく質の可能性を広げるには、研究開発

の強化と社外の知見の積極的な取り込みが不可欠だ。「自分たちだけではできないことはたくさ

んある。協業・共創を進めて、R&Dが企業成長の牽引役となり、研究を加速したい」と助川氏は

語る。

「生命の恵み」を活かしきるために

新戦略では、たんぱく質を「生命の恵み」と捉え、食に留まらない活用を視野に新規事業の創出

を目指す。「これまでは『食につなげなければいけない』という意識がありましたが、会社の方針

が示されたことで『食以外にも広げたい』という探求心が生まれました」と青木氏は語る。例え

ば、食肉生産の過程では、肺・脾臓など食用に適さない部位や、骨・皮・血液・羽毛・蹄など多

くの副産物が生じる。日本ハムグループは、年間約60万頭の豚や7,000万羽の鶏を出荷する中

で、これらの副産物からエキス調味料やコラーゲンなどの機能性素材を抽出し、多くは高温加熱

処理によって飼料・肥料・燃料として利用してきた。しかし、こうした取り組みは、アップサイ

クルの観点から見ると、その価値を十分に引き出せていないのが現状だ。また、加工現場で大量

に発生する汚れた廃プラスチックも、油分や肉汁の付着により再利用が難しい。年間で数万トン

にのぼるこの廃棄物についても、新たな資源として価値化する視点が求められている。
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異分野との共創が拓く、食の未来

業界の常識を問い直し、新たな価値を創出する挑戦は、1社の力だけで成し遂げるのは難しい。

日本ハムではこれまで、中央研究所を中心に異分野との連携を模索してきたが、主に研究所内の

個別的な活動に留まっていた。しかし、新たに策定されたR&D戦略により、日本ハムはスピード

感ある価値創出を目指し、共創重視の姿勢を打ち出している。「我々の常識を覆すような、異分野

ならではの視点や技術と出会いたい」と所長の岩間氏は語る。その想いを具現化する手段の一つ

が、今回のリバネス研究費だ。何が来るかわからない。だが、だからこそやってみる。アウトプ

ットは共同研究の成果かもしれないし、共に立ち上げたベンチャーかもしれない。あるいは、想

定外のまったく新しい形かもしれない。社会にとって最も価値ある方法を研究者と共に模索して

いく。その挑戦は、いま始まったばかりだ。

リバネス研究費の申請について

リバネス研究費について

リバネス研究費の申請の流れ

リバネス研究費についての良くある質問

現在募集中のリバネス研究費

第70回 ガレージミナト賞（応募締切：2025年10月31日（金）18:00まで）

第70回 第一工業製薬賞（応募締切：2025年10月31日（金）18:00まで）

第70回 日本ハム賞（応募締切：2025年10月31日（金）18:00まで）

第70回 プランテックス先端植物研究賞（応募締切：2025年10月31日（金）18:00まで）

第70回 PFASブレイク賞（応募締切：2025年10月31日（金）18:00まで）

【常時募集】リバネス研究費 スタッフ推薦枠

 リバネス研究費の申請はこちらから
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